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河川名 21年度 22年度 23年度 環境基準

刈谷川 1.6 2.4 1.6 －

稲荷川 1.4 1.6 1.8 B 類型3㎎ /ℓ以下

根古屋川 0.9 1.5 1.4 －

遠山川 1.0 1.5 2.0 －

柏田川 2.0 1.8 1.7 －

結束川 1.4 2.4 1.5 －

太田川 1.4 1.3 1.8 －

桂川 1.5 1.9 2.1 －

乙戸川 1.6 1.8 2.7 －

小野川（上流） 2.2 2.3 2.3 A 類型2㎎ /ℓ以下

小野川（下流） 1.7 1.9 2.0 A 類型2㎎ /ℓ以下

※「－」は環境基準が指定されていません。

表1. 市内各河川の BOD 値経年変化（年平均）
（単位：mg/ℓ）
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（※1）…BOD（生物化学的酸素要求量）とは、水中に

ある有機物をバクテリアが分解するのに必要な酸素

の量をいい、この値により、水中にある生物化学的

な分解を受ける有機物の量を示します。水の流れが

ある河川などの汚濁の程度を判断するための指標で

す。BOD の単位は mg/ℓで表します。

（※2）…環境基準値は、河川（公共用水域）の生活環

境の保全に関する環境基準として、利用目的の適用

性により、AA から E の類型に分類され、小野川（全域）

は類型が A に、稲荷川は B に指定されています。

　 【河川の環境基準】

区分 BOD（生物化学的酸素要求量）
AA 類型 1㎎ /ℓ以下
A 類型 2㎎ /ℓ以下
B 類型 3㎎ /ℓ以下
C 類型 5㎎ /ℓ以下
D 類型 8㎎ /ℓ以下
E 類型 10㎎ /ℓ以下
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